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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像が形成された紙文書を処理対象とする文書処理システムであって、
　複写制限文書作成装置と複写処理装置とを含み、
　前記複写制限文書作成装置は、
　紙文書上に形成される文字を含む原画像の特徴を表す原画像特徴データを、前記紙文書
を複数の領域に分割した場合の全ての分割領域の各々に含まれる文字の大きさ及び行間隔
の特徴を含む情報に基づいて生成する手段と、
　前記原画像と、前記原画像特徴データに基づく複写制限画像と、をそれぞれ異なる位置
に含む合成画像が形成された複写制限紙文書を出力する手段と、を含み、
　前記複写処理装置は、
　前記複写制限紙文書に形成された合成画像を光学的に読み取って、当該合成画像を表す
合成画像データを生成する手段と、
　前記合成画像データに基づいて、前記合成画像に含まれる複写制限画像部分を検出する
手段と、
　前記検出された複写制限画像部分が表す前記原画像特徴データを復元する手段と、
　前記合成画像データ上の複写制限画像部分以外の文字を含む画像部分の特徴を表す比較
用特徴データを、前記複写制限紙文書を複数の領域に分割した場合の全ての分割領域の各
々に含まれる文字の大きさ及び行間隔の特徴を含む情報に基づいて生成する手段と、
　前記復元された原画像特徴データと前記比較用特徴データとが一致又は類似する場合に
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前記複写制限紙文書の複写処理を実行する手段と、
　を含むことを特徴とする文書処理システム。
【請求項２】
　画像が形成された紙文書の出力処理を行う文書処理装置であって、
　紙文書上に形成される文字を含む原画像の特徴を表す原画像特徴データを、前記紙文書
を複数の領域に分割した場合の全ての分割領域の各々に含まれる文字の大きさ及び行間隔
の特徴を含む情報に基づいて生成する特徴データ生成手段と、
　前記原画像と、前記原画像特徴データに基づく複写制限画像と、をそれぞれ異なる位置
に含む合成画像が形成された複写制限紙文書を出力する手段と、を含み、
　前記複写制限紙文書を、
　前記複写制限紙文書に形成された合成画像を光学的に読み取って、当該合成画像を表す
合成画像データを生成し、
　前記合成画像データに基づいて、前記合成画像に含まれる複写制限画像部分を検出し、
　前記検出された複写制限画像部分が表す前記原画像特徴データを復元し、
　前記合成画像データ上の複写制限画像部分以外の文字を含む画像部分の特徴を表す比較
用特徴データを、前記複写制限紙文書を複数の領域に分割した場合の全ての分割領域の各
々に含まれる文字の大きさ及び行間隔の特徴を含む情報に基づいて生成し、
　前記復元された原画像特徴データと前記比較用特徴データとが一致又は類似する場合に
前記複写制限紙文書の複写処理を実行する処理に供することを特徴とする文書処理装置。
【請求項３】
　文字を含む原画像と、当該原画像を複数の領域に分割した場合の全ての分割領域の各々
に含まれる文字の大きさ及び行間隔の特徴を含む情報に基づいて生成される当該原画像の
特徴を表す原画像特徴データに基づく複写制限画像と、をそれぞれ異なる位置に含む合成
画像が形成された複写制限紙文書に形成された前記合成画像を光学的に読み取って、当該
合成画像を表す合成画像データを生成する手段と、
　前記合成画像データに基づいて、前記合成画像に含まれる複写制限画像部分を検出する
検出手段と、
　前記検出された複写制限画像部分が表す前記原画像特徴データを復元する手段と、
　前記合成画像データに基づいて、前記合成画像上の複写制限画像部分以外の文字を含む
画像部分の特徴を表す比較用特徴データを、前記複写制限紙文書を複数の領域に分割した
場合の全ての分割領域の各々に含まれる文字の大きさ及び行間隔の特徴を含む情報に基づ
いて生成する手段と、
　前記原画像特徴データと前記比較用特徴データとが一致又は類似する場合に前記複写制
限紙文書の複写処理を実行する手段と、
　を含むことを特徴とする文書処理装置。
【請求項４】
　コンピュータに、
　画像が形成された紙文書の出力処理を実行させるための文書処理プログラムであって、
　前記コンピュータに、
　紙文書上に形成される文字を含む原画像の特徴を表す原画像特徴データを、前記紙文書
を複数の領域に分割した場合の全ての分割領域の各々に含まれる文字の大きさ及び行間隔
の特徴を含む情報に基づいて生成する特徴データ生成手順と、
　前記原画像と、前記原画像特徴データに基づく複写制限画像と、をそれぞれ異なる位置
に含む合成画像が形成された複写制限紙文書を出力する手順と、を実行させ、
　前記複写制限紙文書を、
　前記複写制限紙文書に形成された合成画像を光学的に読み取って、当該合成画像を表す
合成画像データを生成し、
　前記合成画像データに基づいて、前記合成画像に含まれる複写制限画像部分を検出し、
　前記検出された複写制限画像部分が表す前記原画像特徴データを復元し、
　前記合成画像データ上の複写制限画像部分以外の文字を含む画像部分の特徴を表す比較
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用特徴データを、前記複写制限紙文書を複数の領域に分割した場合の全ての分割領域の各
々に含まれる文字の大きさ及び行間隔の特徴を含む情報に基づいて生成し、
　前記復元された原画像特徴データと前記比較用特徴データとが一致又は類似する場合に
前記複写制限紙文書の複写処理を実行する処理に供することを特徴とする文書処理プログ
ラム。
【請求項５】
　コンピュータに、
　文字を含む原画像と、当該原画像を複数の領域に分割した場合の全ての分割領域の各々
に含まれる文字の大きさ及び行間隔の特徴を含む情報に基づいて生成される当該原画像の
特徴を表す原画像特徴データに基づく複写制限画像と、をそれぞれ異なる位置に含む合成
画像が形成された複写制限紙文書に形成された前記合成画像を光学的に読み取って、当該
合成画像を表す合成画像データを生成する手順と、
　前記合成画像データに基づいて、前記合成画像に含まれる複写制限画像部分を検出する
検出手順と、
　前記検出された複写制限画像部分が表す前記原画像特徴データを復元する手順と、
　前記合成画像データに基づいて、前記合成画像上の複写制限画像部分以外の文字を含む
画像部分の特徴を表す比較用特徴データを、前記複写制限紙文書を複数の領域に分割した
場合の全ての分割領域の各々に含まれる文字の大きさ及び行間隔の特徴を含む情報に基づ
いて生成する手順と、
　前記原画像特徴データと前記比較用特徴データとが一致又は類似する場合に前記複写制
限紙文書の複写処理を実行する手順と、
　を実行させることを特徴とする文書処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像が形成された紙文書を処理対象とする文書処理装置に関し、特に複写制
限処理を行う文書処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報流通経路の電子化やコピー機等の複写装置の普及に伴い、企業等が保持している顧
客名簿や新製品情報等の機密情報が比較的容易に流出し得るという問題が指摘されている
。そこで、例えば、機密情報を電子文書としてサーバコンピュータに格納する場合には、
当該サーバコンピュータへのアクセスにパスワードを要求する等のセキュリティ対策が講
じられている。
【０００３】
　これに対し、機密情報をいったん紙文書として印刷すると、当該紙文書を複写すること
により、当該機密情報の漏洩が比較的容易に起こり得る。すなわち、例えば、企業の知的
財産部等の特定の部署において、部署外秘の新製品情報を紙文書として管理する場合には
、当該紙文書を当該部署内に設置されたコピー機等を用いて複写することにより、当該部
署外秘情報が印刷された複写物を部署外に持ち出すことが容易に行われ得る。
【０００４】
　そこで、従来、例えば、特許文献１において、紙文書上に形成される文字画像の一部に
複写禁止であることを示す情報を埋め込み、当該紙文書を複写する際に当該複写禁止情報
を検出することにより、当該紙文書の複写を制限することが開示されている。
【特許文献１】特開平１１－３５５５５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の技術において埋め込まれる複写禁止情報は、紙文書上に形成
される文字画像の一部の画素濃度を僅かに変化させたものであるため、例えば、当該埋め
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込み部分への僅かな汚れの付着や、紙文書の複写を反復して行うことによる画質劣化等に
よって、当該複写禁止情報が認識されず、複写制限が確実に行われない場合があった。
【０００６】
　これに対し、例えば、複写禁止であることを表す複写制限画像を視認可能な程度に大き
く紙文書上に形成することにより、汚れや画質劣化等による影響を受けにくい複写制限画
像とすることも考えられるが、この場合には、当該複写制限画像を消去し、又は貼り替え
ることにより、複写制限が確実に行われないこととなる。
【０００７】
　本発明は、上記の課題に鑑みて為されたものであり、紙文書の複写制限を確実に行うこ
とができる文書処理装置及び文書処理システムを提供することをその目的の一つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記従来の課題を解決するための本発明の一実施形態に係る文書処理システムは、画像
が形成された紙文書を処理対象とする文書処理システムであって、複写制限文書作成装置
と複写処理装置とを含み、前記複写制限文書作成装置は、紙文書上に形成される原画像を
表す原画像データに基づいて、当該原画像の特徴を表す原画像特徴データを生成する手段
と、前記原画像データに基づく原画像と、前記原画像特徴データに基づく複写制限画像と
、を含む合成画像が形成された複写制限紙文書を出力する手段と、を含み、前記複写処理
装置は、前記複写制限紙文書に形成された合成画像を光学的に読み取って、当該合成画像
を表す合成画像データを生成する手段と、前記合成画像データに基づいて、前記合成画像
に含まれる複写制限画像部分を検出する手段と、前記検出された複写制限画像部分が表す
前記原画像特徴データを復元する手段と、前記合成画像データ上の複写制限画像部分以外
の画像部分の特徴を表す比較用特徴データを生成する手段と、前記復元された原画像特徴
データと前記比較用特徴データとを比較する手段と、前記比較の結果が所定の条件を満た
すと判断した場合に前記複写制限紙文書の複写処理を実行する手段と、を含むことを特徴
とする。
【０００９】
　また、本発明の一実施形態に係る文書処理装置は、画像が形成された紙文書の出力処理
を行う文書処理装置であって、前記画像を表す画像データに基づいて、当該画像の特徴を
表す特徴データを生成する特徴データ生成手段と、前記画像データに基づく前記画像と、
前記特徴データに基づく複写制限画像と、が形成された複写制限紙文書を出力する手段と
、を含むことを特徴とする。
【００１０】
　また、前記特徴データ生成手段は、前記紙文書を複数の領域に分割し、当該分割領域ご
とに、当該分割領域内に形成される前記画像の特徴を表す特徴データを生成する、ことと
してもよい。
【００１１】
　また、本発明の一実施形態に係る他の文書処理装置は、紙文書に形成された原画像を光
学的に読み取って、当該原画像を表す原画像データを生成する手段と、前記原画像データ
に基づいて、前記原画像に含まれる複写制限画像部分を検出する検出手段と、前記検出さ
れた複写制限画像部分が表す画像特徴データを復元する手段と、前記原画像データに基づ
いて、前記原画像上の複写制限画像部分以外の画像部分の特徴を表す比較用特徴データを
生成する手段と、前記画像特徴データと前記比較用特徴データとを比較する手段と、前記
比較の結果が所定の条件を満たすと判断した場合に前記紙文書の複写処理を実行する手段
と、を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、紙文書の複写制限を確実に行うことができる文書処理装置及び文書処
理システムを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１３】
　以下、本発明の一実施の形態に係る文書処理装置及び当該文書処理装置を用いた文書処
理システムについて、図面を参照しながら説明する。
【００１４】
　まず、本実施形態に係る文書処理システム（以下、本システムと呼ぶ。）の概要を説明
する。本実施形態においては、本システムが、複写制限文書作成装置１として構成される
文書処理装置と、複写処理装置２として構成される文書処理装置とを含み、これらの文書
処理装置が企業内の特定の部署に設置されている場合を例として説明する。
【００１５】
　この特定部署では、新製品に関する情報が部署外秘として取り扱われており、当該新製
品情報は、アクセスが制限されたサーバコンピュータ内に電子文書として格納されるとと
もに、当該新製品情報が画像として形成された（すなわち、新製品情報が印刷された）紙
文書としても保管されている。
【００１６】
　この新製品情報画像が形成された紙文書は、本システムの複写制限文書作成装置１を用
いて、当該新製品情報に係る電子文書を印刷出力することにより作成される。
【００１７】
　すなわち、この複写制限文書作成装置１は、まず、特定部署内に設置されたサーバコン
ピュータから新製品情報を含む電子文書を受け取り、当該電子文書に含まれる新製品情報
が記載されたテキスト部分の文字サイズや行間隔等、当該テキスト部分の特徴を表す特徴
データを生成する。
【００１８】
　そして、この複写制限文書作成装置１は、電子文書のテキスト部分を表す新製品情報画
像と、生成した特徴データに固有の複写制限画像と、の画像セットが形成された複写制限
紙文書を印刷出力する。
【００１９】
　また、この特定部署において、複写制限文書作成装置１を用いて作成された複写制限紙
文書の複写は、本システムの複写処理装置２を用いて行われる。
【００２０】
　すなわち、この複写処理装置２は、複写処理の対象となった複写制限紙文書上に形成さ
れている画像を光学的に読み取って、当該画像を表す画像データを生成する。そして、こ
の複写処理装置２は、生成した画像データに基づいて、紙文書上の画像に含まれる複写制
限画像部分を検出し、当該検出した複写制限画像部分が表す特徴データを復元する。
【００２１】
　また、この複写処理装置２は、複写制限紙文書上に形成された画像のうち、複写制限画
像部分を除いた画像部分に対してレイアウト解析処理を行うことにより、当該画像部分に
含まれる文字画像のサイズ等や行間隔等、当該画像部分の特徴を表す比較用特徴データを
生成する。
【００２２】
　そして、この複写処理装置２は、例えば、これら復元した特徴データ（以下、復元特徴
データと呼ぶ。）と比較用特徴データとが互いに一致し又は類似すると判断した場合には
、処理対象となった複写制限紙文書の複写処理を実行する。
【００２３】
　また、この複写処理装置２は、複写制限紙文書上に複写制限画像が形成されておらず、
又は復元特徴データと比較用特徴データとが互いに一致せず又は類似もしない場合には当
該複写制限紙文書の複写を行わない。
【００２４】
　このように、本システムによれば、例えば、複写制限紙文書上の複写制限画像が消去さ
れ又は改変されている場合には、当該複写制限紙文書は複写されないため、複写制限画像
部分の改ざん等により複写制限紙文書が複写され、不正に特定部署外に流出することを確
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実に防止することができる。
【００２５】
　次に、本システムの複写制限文書作成装置１と複写処理装置２とについて詳細に説明す
る。まず、複写制御文書作成装置１について説明する。
【００２６】
　図１は、複写制限文書作成装置１の主な構成を示すブロック図である。図１に示すよう
に、複写制限文書作成装置１は、制御部１０と、記憶部１１と、インターフェース部１２
と、指示入力部１３と、表示部１４と、出力部１５と、を含んで構成される。
【００２７】
　制御部１０は、ＣＰＵ等を用いて実現でき、記憶部１１に格納されているプログラムに
従って動作している。この制御部１０が行う処理の具体的な内容については、後に詳しく
述べる。
【００２８】
　記憶部１１は、ＲＡＭ（Random Access Memory）や、ＲＯＭ（Read Only Memory）等の
メモリ素子、並びにハードディスク等によって実現できる。この記憶部１１には、制御部
１０によって実行されるプログラムが保持されている。また、この記憶部１１は、制御部
１０の処理の過程で利用される種々のデータを保持するワークメモリとして動作する。
【００２９】
　インターフェース部１２は、ネットワークカード等によって実現できる。このインター
フェース部１２は、ＬＡＮ（Local Area Network）やインターネット等のネットワークに
接続されており、当該ネットワークを介して画像データ等を受け入れ、制御部１０に出力
する。また、このインターフェース部１２は、制御部１０から入力される指示に従って、
制御部１０から入力されるデータをネットワークを介して送信出力する。
【００３０】
　指示入力部１３は、マウスやキーボード等によって実現できる。この操作入力部１３は
、複写制限文書作成装置１の利用者からの指示操作を受け入れて、当該指示の内容を制御
部１０に出力する。
【００３１】
　表示部１４は、液晶ディスプレイ等によって実現できる。この表示部１４は、制御部１
０から入力される指示に従って、制御部１０から入力されるデータを表示出力する。
【００３２】
　出力部１５は、プリンタ等によって実現できる。この出力部１５は、制御部１０から入
力される指示に従って、制御部１０から入力される画像データに基づく画像を紙文書上に
形成し、印刷出力する。
【００３３】
　次に、制御部１０が行う処理の内容について説明する。ここで、本実施形態においては
、図２に示すように、新製品情報をその内容とし、タイトルＱと要約Ｒと本文Ｓとから構
成されるテキスト画像Ｔを含む原文書Ｐを、複写制限文書作成装置１の処理対象とする場
合を例として説明する。
【００３４】
　すなわち、本実施形態においては、特定部署に設置された複写制限文書作成装置１が、
当該特定部署内に設置されたサーバコンピュータに電子文書として格納されている原文書
Ｐを複写制限画像が付された複写制限文書として印刷出力する場合について説明する。
【００３５】
　図３は、制御部１０によって行われる主な処理を示す機能ブロック図である。図３に示
すように、この制御部１０が実行するプログラムは、原画像データ処理部２０と、特徴デ
ータ生成部２１と、複写制限画像生成部２２と、合成画像生成部２３と、画像形成指示部
２４と、を機能的に含む。
【００３６】
　原画像データ処理部２０は、図２に示す原文書Ｐのテキスト画像Ｔを表す原画像データ
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をインターフェース部１２から受け入れる。具体的に、この原画像データ処理部２０は、
原文書Ｐ上にテキスト画像Ｔを形成するために用いられるデータとして、例えば、Ｐｏｓ
ｔＳｃｒｉｐｔ等のページ記述言語（Page Description Language：ＰＤＬ）やビットマ
ップデータからなる原画像データをインターフェース部１２を介して特定部署のサーバコ
ンピュータから受け入れる。そして、この原画像データ処理部２０は、受け入れた原画像
データを、特徴データ生成部２１と合成画像生成部２３とに出力する。
【００３７】
　特徴データ生成部２１は、原画像データ処理部２０から受け入れた原画像データに基づ
いて、テキスト画像Ｔの特徴を表す原画像特徴データを生成する。具体的に、この特徴デ
ータ生成部２１は、テキスト画像Ｔに含まれる文字のサイズ、文字間隔、行間隔、１行に
含まれる文字数等の特徴要素を表す原画像特徴データを生成する。
【００３８】
　すなわち、この特徴データ生成部２１は、例えば、ＰＤＬで記述された原画像データを
受け入れた場合には、当該ＰＤＬの記述を解析することにより、文字のフォントサイズ等
を含む原画像特徴データを生成する。
【００３９】
　また、この特徴データ生成部２１は、例えば、ビットマップデータからなる原画像デー
タを受け入れた場合には、当該原画像データに基づき、テキスト画像Ｔについて黒画素の
形成密度を解析することにより各文字画像を特定し、当該各文字画像を囲む矩形範囲のサ
イズを文字サイズと決定する等のレイアウト解析処理を行うことによって、当該文字サイ
ズ等を含む原画像特徴データを生成する。
【００４０】
　また、この特徴データ生成部２１は、図２に示すように、原文書Ｐの１ページの範囲を
複数の領域に分割し、当該分割領域ごとの原画像特徴データを生成してもよい。この場合
、この特徴データ生成部２１は、例えば、図２に示すように、原文書ＰをＡ（Ｉ）、Ａ（
ＩＩ）、・・・Ｄ（ＩＶ）の１６領域に分割し、各領域固有の領域特徴データを生成する
。
【００４１】
　すなわち、この特徴データ生成部２１は、例えば、要約Ｒの一部が形成される領域Ｂ（
ＩＩ）については、当該要約Ｒの一部を構成する文字サイズと、行間隔と、黒画素数と、
の３つの特徴要素を成分とする領域特徴ベクトル（ａ,ｂ,ｃ）を領域特徴データとして生
成する。そして、この特徴データ生成部２１は、全ての分割領域について領域特徴ベクト
ルを生成し、当該全ての領域特徴ベクトルを連結した（全ての領域特徴ベクトルの成分を
含む）特徴ベクトルとして原画像特徴データを生成する。
【００４２】
　このように、この特徴データ生成部２１は、原文書Ｐに形成されるテキスト画像Ｔに固
有の特徴要素の組み合わせを表す原画像特徴データを生成し、複写制限画像生成部２２に
出力する。
【００４３】
　複写制限画像生成部２２は、特徴データ生成部２１から受け入れた原画像特徴データに
基づいて、当該原画像特徴データに含まれる特徴要素の組み合わせに固有の複写制限画像
を表す複写制限画像データを生成する。
【００４４】
　具体的に、この複写制限画像生成部２２は、例えば、図２に示す１６の分割領域につい
て、各分割領域における文字サイズと行間隔と黒画素数との３つの特徴要素を成分とする
領域特徴ベクトルを含む原画像特徴データを受け入れた場合には、各分割領域の識別子（
Ａ（Ｉ）、Ａ（ＩＩ）、・・・Ｄ（ＩＶ）等）と３つの特徴要素との組み合わせを表すバ
ーコードや、ＱＲ（Quick Response）コード等の２次元コード等を形成するためのビット
マップデータを複写制限画像データとして生成する。
【００４５】
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　この場合、この複写制限画像生成部２２は、例えば、原画像特徴データに含まれる１０
進数表現の領域特徴ベクトル（ａ,ｂ,ｃ）を、ＱＲコードの形成に用いる１６進数表現の
複写制限画像特徴ベクトル（ｘ,ｙ,ｚ）に変換する等の所定のデータ変換ルールに従って
、当該原画像特徴データに対応する、複写制限画像特徴ベクトルを含む複写制限画像デー
タを生成することができる。そして、この複写制限画像生成部２２は、生成した複写制限
画像データを合成画像生成部２３に出力する。
【００４６】
　合成画像生成部２３は、複写制限画像生成部２２から受け入れた複写制限画像データと
、原画像データ処理部２０から受け入れた原画像データと、に基づいて、複写制限画像と
テキスト画像Ｔとを含む合成画像を表す合成画像データを生成する。
【００４７】
　具体的に、この合成画像生成部２３は、例えば、図４に示すように、テキスト画像Ｔと
、視認可能な大きさのＱＲコードからなる複写制限画像Ｍと、を含む合成画像を形成する
ための合成画像データを生成する。
【００４８】
　ここで、この合成画像生成部２３は、例えば、テキスト画像Ｔを図２に示す原文書Ｐ上
と同じ位置に（同じレイアウトで）形成するとともに、複写制限画像Ｍをページ右上端等
の定位置に形成する等の所定のレイアウトルールに従って、テキスト画像Ｔと複写制限画
像Ｍとの形成位置を決定する。
【００４９】
　また、この合成画像生成部２３は、例えば、原画像データに基づき、図２に示す原文書
Ｐ上の１６の分割領域について、各分割領域に形成される黒画素の数や分布を解析する等
のレイアウト解析処理を行うことにより、最も黒画素数が少なく、且つ余白部分が最も大
きい等の所定条件を満たす分割領域を特定して、当該特定分割領域を複写制限画像の形成
領域として決定してもよい。
【００５０】
　また、この合成画像生成部２３は、例えば、ＰＤＬからなる原画像データを受け入れた
場合には、当該原画像データをラスタライズしてビットマップデータからなる形成用原画
像データを生成し、当該形成用原画像データと複写制限画像データとに基づいて、ビット
マップデータからなる合成画像データを生成してもよい。そして、この合成画像生成部２
３は、生成した合成画像データを画像形成指示部２４に出力する。
【００５１】
　画像形成指示部２４は、合成画像生成部２３から受け入れた合成画像データに基づいて
、複写制限画像Ｍとテキスト画像Ｔとを含む合成画像が形成された紙文書を出力するよう
出力部１５に指示する。この結果、出力部１５によって、図４に示すような複写制限紙文
書Ｕが印刷出力されることとなる。
【００５２】
　次に、複写処理装置２について説明する。図５は、複写処理装置２の主な構成を示すブ
ロック図である。図５に示すように、複写処理装置２は、制御部３０と、記憶部３１と、
スキャナ部３２と、指示入力部３３と、表示部３４と、出力部３５と、を含んで構成され
る。
【００５３】
　制御部３０は、ＣＰＵ等を用いて実現でき、記憶部３１に格納されているプログラムに
従って動作している。この制御部３０が行う処理の具体的な内容については、後に詳しく
述べる。
【００５４】
　記憶部３１は、ＲＡＭ（Random Access Memory）や、ＲＯＭ（Read Only Memory）等の
メモリ素子、並びにハードディスク等によって実現できる。この記憶部３１には、制御部
３０によって実行されるプログラムが保持されている。また、この記憶部３１は、制御部
３０の処理の過程で利用される種々のデータを保持するワークメモリとして動作する。
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【００５５】
　スキャナ部３２は、スキャナ等によって実現できる。このスキャナ部３２は、制御部３
０から入力される指示に従って、紙文書上に形成された画像を光学的に読み取って、当該
画像を表す画像データを生成し、制御部３０に出力する。
【００５６】
　指示入力部３３は、マウスやキーボード等によって実現できる。この操作入力部３３は
、複写制限文書作成装置１の利用者からの指示操作を受け入れて、当該指示の内容を制御
部３０に出力する。
【００５７】
　表示部３４は、液晶ディスプレイ等によって実現できる。この表示部３４は、制御部３
０から入力される指示に従って、制御部３０から入力されるデータを表示出力する。
【００５８】
　出力部３５は、プリンタ等によって実現できる。この出力部３５は、制御部３０から入
力される指示に従って、制御部３０から入力される画像データに基づいて紙文書上に画像
を形成し、印刷出力する。
【００５９】
　次に、制御部３０が行う処理の内容について説明する。ここで、本実施形態においては
、複写処理装置２が、複写制限文書作成装置１により印刷出力された図４に示す複写制限
文書Ｕの複写処理を行う場合を例として説明する。
【００６０】
　図６は、制御部３０によって行われる主な処理を示す機能ブロック図である。図６に示
すように、この制御部３０が実行するプログラムは、合成画像データ処理部４０と、複写
制限画像検出部４１と、復元特徴データ生成部４２と、比較用特徴データ生成部４３と、
特徴データ比較部４４と、複写処理部４５と、を機能的に含む。
【００６１】
　合成画像データ処理部４０は、処理対象となった複写制限文書Ｕ上に形成された合成画
像（図４に示すように、複写制限画像部分Ｍとテキスト画像部分Ｔとを含む。）を表す合
成画像データをスキャナ部３２から受け入れる。
【００６２】
　具体的に、この合成画像データ処理部４０は、例えば、スキャナ部３２が複写制限文書
Ｕを光学的に読み取ることにより生成した合成画像を表すビットマップ合成画像データを
受け入れる。そして、この合成画像データ処理部４０は、受け入れた合成画像データを複
写制限画像検出部４１と複写処理部４５とに出力する。
【００６３】
　複写制限画像検出部４１は、合成画像データ処理部４０から受け入れた合成画像データ
に基づいて、合成画像に含まれている複写制限画像部分Ｍの検出処理を行う。
【００６４】
　具体的に、この複写制限画像検出部４１は、例えば、複写制限画像部分Ｍが当該複写制
限画像部分Ｍに特有の目印画像を含んで形成されている場合には、合成画像に当該目印画
像が含まれるか否かを判断することによって、当該複写制限画像部分Ｍの検出を行う。
【００６５】
　すなわち、この場合、複写制限画像検出部４１は、例えば、図４に示すように、複写制
限画像部分ＭがＱＲコードとして形成されている場合には、当該ＱＲコードに特有の目印
画像として形成されている切り出しシンボルＮを合成画像の全体に亘って検索することに
よって、当該合成画像に複写制限画像部分Ｍが含まれるか否かを判断する。
【００６６】
　また、この複写制限画像検出部４１は、例えば、複写制限画像部分Ｍは複写制限文書Ｕ
上の定位置（例えば、図４に示すページ右上端の分割領域等）に形成されるというレイア
ウトルールが予め定まっている場合には、当該所定のレイアウトルールに従い、当該複写
制限文書Ｕ上の当該定位置の分割領域について黒画素の形成密度等を解析することにより
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、合成画像に複写制限画像部分Ｍが含まれているか否かを判断する。
【００６７】
　そして、この複写制限画像検出部４１は、合成画像に複写制限画像部分Ｍが含まれてい
ると判断した場合（すなわち、合成画像に含まれる複写制限画像部分Ｍを検出した場合）
には、合成画像データのうち、当該複写制限画像部分Ｍを表す画像データ（以下、複写制
限画像部分データと呼ぶ。）を復元特徴データ生成部４２に出力する。
【００６８】
　また、この場合、この複写制限画像検出部４１は、合成画像データのうち、合成画像か
ら複写制限画像部分Ｍを除いた画像部分を表す画像データ（すなわち、テキスト画像部分
Ｔを表す画像データ。以下、対象画像部分データと呼ぶ。）を比較用特徴データ生成部４
３に出力する。
【００６９】
　また、この複写制限画像検出部４１は、合成画像に複写制限画像部分Ｍが含まれないと
判断した場合（すなわち、複写制限画像部分Ｍが検出されなかった場合）には、複写処理
部４５に対して複写制限文書Ｕの複写処理を制限するよう指示する。
【００７０】
　復元特徴データ生成部４２は、複写制限画像検出部４１から受け入れた複写制限画像部
分データに基づいて、当該複写制限画像検出部４１により検出された複写制限画像部分Ｍ
が表す原画像特徴データを復元する。
【００７１】
　具体的に、この復元特徴データ生成部４２は、例えば、上述の複写制限文書作成装置１
の複写制限画像生成部２２が原画像特徴データから複写制限画像データを生成する際に用
いた所定のデータ変換ルールに対応する所定のデータ逆変換ルール、すなわち当該複写制
限画像データから当該原画像特徴データを復元するためのデータ逆変換ルールに従って、
複写制限画像部分データに基づき、復元特徴データを復元生成する。
【００７２】
　すなわち、この復元特徴データ生成部４２は、複写制限画像部分Ｍを表す複写制限画像
部分データの生成に用いられた特徴データを復元特徴データとして生成する。そして、こ
の復元特徴データ生成部４２は、生成した復元特徴データを特徴データ比較部４４に出力
する。
【００７３】
　比較用特徴データ生成部４３は、複写制限画像検出部４１から受け入れた対象画像部分
データに基づいて、合成画像のうち、複写制限画像部分Ｍを除いたテキスト画像部分Ｔの
特徴を表す比較用特徴データを生成する。
【００７４】
　具体的に、この比較用特徴データ生成部４３は、例えば、複写制限文書作成装置１の特
徴データ生成部２１がビットマップデータからなる原画像データから原画像特徴データを
生成する場合と同様の処理を行うことによって、比較用特徴データを生成する。
【００７５】
　すなわち、この比較用特徴データ生成部４３は、例えば、ビットマップデータからなる
対象画像部分データに基づいて、テキスト画像部分Ｔについて黒画素の形成密度を解析す
る等のレイアウト解析処理を行い、当該テキスト画像部分Ｔに含まれる文字画像のサイズ
等の特徴要素含む比較用特徴データを生成する。
【００７６】
　また、この比較用特徴データ生成部４３は、例えば、図４に示すように、複写制限文書
Ｕ上に設定した複数の分割領域ごとに文字サイズや行間隔等の特徴要素を成分とする部分
比較用特徴ベクトルを生成し、全ての分割領域に係る部分比較用特徴ベクトルを連結した
（全ての部分比較用特徴ベクトルの成分を含む）比較用特徴ベクトルを比較用特徴データ
として生成してもよい。
【００７７】
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　このように、この比較用特徴データ生成部４３は、複写制限文書Ｕ上に形成される合成
画像のうち、複写制限画像部分Ｍを除いたテキスト画像部分Ｔに固有の特徴要素の組み合
わせを表す比較用特徴データを生成し、特徴データ比較部４４に出力する。
【００７８】
　特徴データ比較部４４は、復元特徴データ生成部４２から受け入れた復元特徴データと
、比較用特徴データ生成部４３から受け入れた比較用特徴データとを比較し、当該比較結
果が所定の条件を満たすか否かの判断を行う。
【００７９】
　具体的に、この特徴データ比較部４４は、例えば、復元特徴データと比較用特徴データ
とがベクトルデータである場合には、当該復元特徴データを構成する復元特徴ベクトルと
、当該比較用特徴データを構成する比較用特徴ベクトルとについて、対応するベクトル成
分の数値等を互いに比較する。
【００８０】
　この場合、この特徴データ比較部４４は、例えば、復元特徴ベクトルと比較用特徴ベク
トルとの成分数が互いに一致し、且つ対応する各成分の数値が互いに一致するか又は当該
各成分値の差異が所定の閾値未満（例えば、差異が成分値の所定割合未満）であるか否か
を判断する。
【００８１】
　また、この特徴データ比較部４４は、例えば、復元特徴ベクトルと比較用特徴ベクトル
とのユークリッド距離やマハラノビス距離等のベクトル間距離を算出し、当該算出された
ベクトル間距離が所定の閾値距離未満であるという所定条件を満たすか否かを判断する。
【００８２】
　そして、この特徴データ比較部４４は、比較結果が所定条件を満たすと判断した場合に
は、複写処理部４５に対して、処理対象となった複写制限文書Ｕの複写処理を実行するよ
う指示する。
【００８３】
　また、この特徴データ比較部４４は、比較結果が所定条件を満たさないと判断した場合
には、複写処理部４５に対して、複写処理を制限するよう指示する。
【００８４】
　複写処理部４５は、複写制限画像検出部４１又は特徴データ比較部４４から受け入れた
指示に基づく複写処理を行う。具体的に、この複写処理部４５は、特徴データ比較部４４
から、複写制限文書Ｕの複写処理を実行するよう指示を受け入れた場合には、出力部３５
に対して、合成画像データ処理部４１から受け入れた合成画像データに基づき、図４に示
すような複写制限画像部分Ｍとテキスト画像部分Ｔとを含む合成画像が形成された複写紙
文書を印刷出力するよう指示する。
【００８５】
　また、この複写処理部４５は、複写制限画像検出部４１又は特徴データ比較部４４から
複写処理を制限するよう指示を受け入れた場合には、例えば、何ら紙文書を出力せず、又
は何ら画像が形成されていない白紙の紙文書を出力する等、制限された複写処理を行うよ
う出力部３５に対して指示する。また、この場合、この複写処理部４５は、複写制限紙文
書Ｕの複写を行わない旨を複写処理装置２の利用者に対して提示するよう表示部３４に指
示することとしてもよい。
【００８６】
　次に、本システムにおいて複写処理装置２の制御部３０が行う文書処理の主な流れにつ
いて説明する。図７は、制御部３０が行う文書処理の主な工程を示すフロー図である。
【００８７】
　図７に示すように、まず、制御部３０の合成画像データ処理部４０は、処理対象となっ
た複写制限紙文書Ｕ上に形成された合成画像を表す合成画像データをスキャナ部３２から
受け入れ（Ｓ１００）、複写制限画像検出部４１に出力する。
【００８８】
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　合成画像データを受け入れた複写制限画像検出部４１は、当該合成画像データに基づい
て、複写制限画像部分Ｍの検索処理を行い、合成画像に複写制限画像部分Ｍが含まれてい
るか否かを判断する（Ｓ１０１）。
【００８９】
　この処理Ｓ１０１において複写制限画像部分Ｍが含まれていると判断された場合（処理
Ｓ１０１においてＹｅｓ）には、複写制限画像検出部４１は、合成画像データのうち、検
出された複写制限画像部分Ｍを表す複写制限画像部分データを復元特徴データ生成部４２
に出力する。また、この場合、この複写制限画像検出部４１は、合成画像から複写制限画
像部分Ｍを除いたテキスト画像部分Ｔを表す対象画像部分データを比較用特徴データ生成
部４３に出力する。
【００９０】
　また、処理Ｓ１０１において合成画像に複写制限画像部分Ｍが含まれていないと判断さ
れた場合（処理Ｓ１０１においてＮｏ）には、複写制限画像検出部４１は複写処理部４５
に対して複写処理を制限するよう指示する（Ｓ１０６）。
【００９１】
　複写制限画像部分データを受け入れた復元特徴データ生成部４２は、当該複写制限画像
部分データに基づいて、複写制限画像部分Ｍが表す原画像特徴データを復元し（Ｓ１０２
）、特徴データ比較部４４に出力する。
【００９２】
　また、対象画像部分データを受け入れた比較用特徴データ生成部４３は、当該対象画像
部分データに基づいて、対象画像部分についてレイアウト解析処理を行うことにより、対
象画像部分の特徴を表す比較用特徴データを生成し（Ｓ１０３）、特徴データ比較部４４
に出力する。
【００９３】
　復元特徴データと比較用特徴データとを受け入れた特徴データ比較部４４は、当該復元
特徴データと比較用特徴データとが同一又は類似であるか否かを判断する（Ｓ１０４）。
【００９４】
　この処理Ｓ１０４において、復元特徴データと比較用特徴データとが同一又は類似であ
ると判断された場合（処理Ｓ１０４においてＹｅｓ）には、特徴データ比較部４４は、複
写処理部４５に対して複写処理を実行するよう指示する（Ｓ１０５）。
【００９５】
　また、処理Ｓ１０４において復元特徴データと比較用特徴データとが同一又は類似でな
いと判断された場合（処理Ｓ１０４においてＮｏ）には、特徴データ比較部４４は複写処
理部４５に対して複写処理を制限するよう指示する（Ｓ１０６）。
【００９６】
　このように、本システムにおいては、部署外秘の新製品情報に係るテキスト画像Ｔと、
当該テキスト画像Ｔに固有の複写制限画像Ｍとをセットにして形成した複写制限紙文書Ｕ
を作成するとともに、当該複写制限紙文書Ｕを複写するにあたっては、当該複写制限紙文
書Ｕ上に複写制限画像部分Ｍが形成されており、且つ当該複写制限画像部分Ｍに係る復元
特徴データと、テキスト画像部分Ｔに係る比較用特徴データと、が同一又は一致する場合
に限り、当該複写制限紙文書Ｕの複写処理が許可される。
【００９７】
　したがって、本システムによれば、例えば、複写制限紙文書Ｕ上に形成された複写制限
画像部分Ｍが事後的に消去され、又は複写制限画像部分Ｍが貼り替えられる等の改変によ
り、複写制限紙文書Ｕ上に互いに対応するテキスト画像部分Ｔと複写制限画像部分Ｍとの
セットが形成されていない場合には複写処理を実行することができないため、このような
改ざんされた複写制限紙文書Ｕが不当に複写されることを確実に防止することができる。
【００９８】
　なお、本発明に係る文書処理装置は本実施形態に限られない。例えば、複写制限文書作
成装置１は、複写処理装置２と同様のスキャナ部を含んで構成されてもよい。この場合、
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この複写制限文書作成装置１は、スキャナ部から原文書上に形成された原画像を光学的に
読み取って、当該原画像を表す原画像データを生成し、当該原画像の特徴を表す特徴デー
タに基づいて形成された複写制限画像と、当該原画像と、のセット画像が形成された複写
制限紙文書を印刷出力する。
【００９９】
　また、複写制限文書作成装置１の制御部１０の特徴データ生成部２１は、指示入力部１
３を介して利用者から受け入れた指示入力に基づいた原画像特徴データを生成することと
してもよい。すなわち、この特徴データ生成部２１は、例えば、利用者に対して、原画像
特徴データに含める特徴要素としてセキュリティレベル等の指示入力を促す案内画面を表
示部１４に表示させ。そして、この特徴データ生成部２１は、利用者から「複写禁止」を
表す「０」又は「パスワードを要求する」を表す「１」の指示入力を受け入れて、当該「
０」又は「１」を特徴要素としてベクトル成分に含む原画像特徴データを生成する。
【０１００】
　この場合、例えば、複写処理装置２が、「パスワードを要求する」とのセキュリティレ
ベルに係る複写制限画像が形成された複写制限紙文書を処理対象とする場合には、制御部
３０の複写処理部４５は、表示部１４を介して利用者に対してパスワードの入力を要求し
、入力されたパスワードと予め保持しているパスワードとが一致する場合にのみ当該複写
制限紙文書の複写を実行する。
【０１０１】
　また、処理対象となった紙文書上にテキスト画像部分と図形画像部分とが形成されてい
る場合には、複写制限文書作成装置１の制御部１０の特徴データ生成部２１又は複写処理
装置２の制御部３０の比較用特徴データ生成部４３は、例えば、レイアウト解析処理等に
よって当該テキスト画像部分と当該図形画像部分とを識別し、当該テキスト画像部分につ
いては文字サイズ等を表すテキスト特徴データを生成し、当該図形画像部分については、
当該図形画像部分に含まれる線画や写真画像等の平均画素値や色相等の特徴要素を含む図
形特徴データを生成する。
【０１０２】
　また、この場合、特徴データ生成部２１又は比較用特徴データ生成部４３は、例えば、
図２又は図４に示すように、原文書Ｐ又は複写制限文書Ｕを複数の領域に分割し、当該分
割領域ごとにテキスト画像部分が形成されているか又は図形画像部分が形成されているか
を判断し、特徴データを生成する。
【図面の簡単な説明】
【０１０３】
【図１】本発明の一実施形態に係る複写制限文書作成装置の主な構成を示すブロック図で
ある。
【図２】本発明の一実施形態において処理対象となった原文書を示す説明図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る複写制限文書作成装置が行う主な処理を示す機能ブロ
ック図である。
【図４】本発明の一実施形態において処理対象となった複写制限文書を示す説明図である
。
【図５】本発明の一実施形態に係る複写処理装置の主な構成を示すブロック図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る複写処理装置が行う主な処理を示す機能ブロック図で
ある。
【図７】本発明の一実施形態に係る複写処理装置が行う主な処理を示すフロー図である
【符号の説明】
【０１０４】
　１　複写制限文書作成装置、２　複写処理装置、１０　制御部、１１　記憶部、１２　
インターフェース部、１３　指示入力部、１４　表示部、１５　出力部、２０　原画像デ
ータ処理部、２１　特徴データ生成部、２２　複写制限画像生成部、２３　合成画像生成
部、２４　画像形成指示部、３０　制御部、３１　記憶部、３２　スキャナ部、３３　指
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示入力部、３４　表示部、３５　出力部、４０　合成画像データ処理部、４１　複写制限
画像検出部、４２　復元特徴データ生成部、４３　比較用特徴データ生成部、４４　特徴
データ比較部、４５　複写処理部。

【図１】 【図２】
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